
天
の
下
の
す
べ
て
の
事
に
は
季
節
が
あ
り
、

す
べ
て
の
わ
ざ
に
は
時
が
あ
る
。

 

旧
約
『
コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
』
三

－

一

　
　
　

Ⅰ

　

私
は
自
分
の
仕
事
の
な
か
で
の
体
験
を
と
お
し
て
、
人
間
の
創
作
活
動
に
は
誰
に

で
も
前
期
・
中
期
・
後
期
と
い
う
三
つ
の
局
面
が
あ
る
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

芭
蕉
の
蕉
風
の
六
つ
の
転
換
（
貞
門
風
・
談
林
風
・
さ
び
・
し
お
り
・
ほ
そ
み
・
か

ろ
み
）
も
、
ピ
カ
ソ
の
革
新
の
深
化
も
私
か
ら
言
え
ば
三
期
に
整
理
で
き
る
と
し
た

い
、
こ
れ
は
避
け
て
通
れ
な
い
人
生
の
リ
ズ
ム
だ
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

　

私
が
こ
こ
で
言
う
前
期
・
中
期
・
後
期
と
は
、
私
自
身
の
学
者
生
活
で
体
験
し
た
独

自
の
物
差
し
で
あ
る
。
私
の
前
期
と
は
、
大
学
で
恩
師
と
出
会
い
、
恩
師
の
問
題
意

識
で
当
時
の
学
会
動
向
を
忠
実
に
踏
ま
え
て
、
産
業
革
命
期
の
機
械
工
業
に
関
す
る

博
士
論
文
を
作
成
し
て
、
恩
師
に
「
塩
見
、
面
白
か
っ
た
よ
！
」
と
誉
め
ら
れ
た
時

ま
で
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
の
比
較
経
済
史
の
通
説
、
産
業
革
命
即
現
代
は
問
題

が
あ
る
。
産
業
革
命
は
近
代
で
あ
る
と
い
う
の
が
私
の
さ
さ
や
か
な
実
証
研
究
だ
っ

た
。
私
の
中
期
と
は
、「
塩
見
、
面
白
か
っ
た
よ
！
」
が
自
分
の
独
自
性
で
は
な
い
か

と
思
い
、
そ
れ
で
は
現
代
は
何
か
？　

と
い
う
問
題
意
識
を
も
っ
て
全
十
六
産
業
に

お
け
る
二
十
世
紀
大
企
業
の
歴
史
へ
展
開
し
て
い
っ
た
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
れ
を
展
開
し
終
え
る
と
、
私
に
は
や
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
ス
ラ
ン
プ
は
五
年
間
続
き
、
そ
の
な
か
か
ら
偶
然
に
も
「
二
十
一
世
紀
は
中
小
企

業
の
時
代
で
は
な
い
の
か
」
と
気
づ
く
こ
と
が
あ
り
、
新
し
い
問
題
意
識
で
地
域
産

業
研
究
に
進
ん
だ
。
こ
う
し
て
私
の
経
済
史
の
歩
み
は
、
近
代

－

現
代

－

ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

総
括
す
れ
ば
、〈
模
倣
に
よ
る
独
自
性
の
自
覚
〉
↓
〈
独
自
性
の
全
面
展
開
〉
↓

〈
ス
ラ
ン
プ
〉
↓
〈
パ
ラ
ダ
イ
ム
チ
ェ
ン
ジ
〉
と
い
う
の
が
私
の
歩
み
だ
っ
た
。
詳
し

く
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
中
期
か
ら
ス
ラ
ン
プ
を
経
て
後
期
に
至
る

歩
み
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
も
皆
私
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。
少
し

見
て
お
き
た
い
。

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
場
合
、〈
傑
作
の
森
〉
と
呼
ば
れ
る
名
曲
群
を
辿
っ
て
《
第
七

交
響
曲
》
が
完
成
す
る
四
十
二
歳
（
一
八
一
二
年
）
の
初
秋
、
人
妻
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ

夫
人
ア
ン
ト
ー
ニ
ア
と
の
生
涯
で
最
後
と
な
る
相
思
相
愛
の
恋
に
陥
り
〈
不
滅
の
恋

人
へ
の
手
紙
〉
を
残
し
た
時
か
ら
、
四
十
八
歳
（
一
八
一
八
年
）
の
《
ハ
ン
マ
ー
ク

ラ
ヴ
ィ
ー
ア
・
ソ
ナ
タ
》
完
成
ま
で
五
年
間
に
及
ぶ
ス
ラ
ン
プ
を
経
験
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ス
ラ
ン
プ
時
代
の
彼
は
、
世
俗
的
に
は
ウ
ィ
ー
ン
会
議
の
寵
児
で
は
あ
っ

た
が
、
戦
争
交
響
曲
や
改
作
で
時
を
過
ご
し
て
い
る
。
そ
の
後
で
彼
は
不
倒
の
境
地

に
立
っ
た
人
類
史
の
遺
産
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
短
い
生
涯
に
も
、
五
年
間
の
ス
ラ
ン
プ
が
あ
る
。
ゲ
ー
テ
の
詩

《
糸
を
紡
ぐ
グ
レ
ー
ト
ヒ
ェ
ン
》
に
作
曲
し
て
〈
ド
イ
ツ
リ
ー
ト
誕
生
の
日
〉
と
い
わ

れ
る
十
七
歳
の
秋
（
一
八
一
四
年
十
月
十
九
日
）
か
ら
歌
曲
の
爆
発
的
な
作
曲
が
三

六
一
曲
に
お
よ
ぶ
と
、
二
十
一
歳
（
一
八
一
八
年
）
か
ら
大
作
曲
家
へ
の
試
行
錯
誤

が
始
ま
り
、
こ
の
ス
ラ
ン
プ
は
二
十
五
歳
（
一
八
二
二
年
）
の
年
末
に
不
治
の
病
を

《
魔
笛
》の
音
楽
は
い
つ
始
ま
っ
た
の
か

　
　
　
　
　

―
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
前
期
・
中
期
・
後
期

塩
見 

治
人
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巻頭エッセイ

発
病
す
る
ま
で
五
年
間
も
続
い
た
。
後
期
は
、
こ
の
病
の
発
作
（
一
八
二
二
年
十
二

月
二
十
八
日
頃
）
と
死
へ
の
恐
怖
、
ま
た
こ
れ
と
同
時
進
行
し
て
い
た
《
未
完
成
交

響
曲
》
の
作
曲
（
一
八
二
二
年
十
月
二
十
八
日
に
作
曲
開
始
）
の
高
揚
を
一
大
転
機

と
し
て
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
〈
べ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
越
え
〉
の
挑
戦
が
始
ま
り
、
こ
の
鬼

気
迫
る
奮
闘
が
夭
折
の
三
十
一
歳
（
一
八
二
八
年
）
ま
で
続
い
た
。

　

こ
こ
で
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
も
、
中
期
か
ら
後
期
へ
の
間
に
、

私
と
同
じ
五
年
間
の
ス
ラ
ン
プ
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ゲ
ー
テ
の
言

う
デ
ー
モ
ン
た
ち
の
仕
業
に
は
、
実
際
よ
く
似
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
の
だ
。
ス
ラ
ン
プ
を
経
て
も
う
ひ
と
り
の
創
造
者
が
誕
生
す
る
の
だ
。

　
　
　

Ⅱ

　

そ
れ
で
は
、
ふ
た
り
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
い
る
の
か
？　

そ
れ
は
、
最
晩
年
の
オ

ペ
ラ
《
魔
笛
》
Ｋ
６
２
０
の
思
い
出
と
連
な
る
。

　

私
は
若
い
頃
か
ら
間
違
い
な
く
《
魔
笛
》
が
最
も
好
き
な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
だ
っ
た
。

《
魔
笛
》
は
、
タ
ミ
ー
ノ
＝
パ
ミ
ー
ナ
路
線
（
イ
ン
テ
リ
派
）
と
パ
パ
ゲ
ー
ノ
＝
パ
パ

ゲ
ー
ナ
路
線
（
庶
民
派
）
の
ふ
た
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
、
ふ
た
つ
が
綯
い
交
ぜ

に
な
っ
て
進
む
と
い
う
の
が
私
の
見
方
だ
が
、
い
つ
も
パ
パ
ゲ
ー
ノ
＝
パ
パ
ゲ
ー
ナ

側
に
立
っ
て
声
援
を
送
っ
て
き
た
。
パ
パ
ゲ
ー
ノ
は
修
行
途
中
で
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト

し
た
。
し
か
し
、
落
ち
こ
ぼ
れ
で
も
救
わ
れ
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
は
圧
倒
的

に
こ
の
側
に
立
っ
て
い
る
、
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
ブ
ル
ー
ノ
・
ワ
ル
タ
ー
に
よ
る

《
魔
笛
》
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
で
の
英
語
版
公
演
が
、
一
九
五
六
年
三
月
三
日

の
ラ
イ
ブ
録
音
で
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
第
二
幕
第
二
十
三
場
の
パ
パ
ゲ
ー

ノ
の
ア
リ
ア
〈
可
愛
い
娘
か
女
房
が
い
れ
ば
〉
が
歌
い
終
わ
ら
れ
た
直
後
、
会
場
の

ご
婦
人
が
大
き
な
感
嘆
の
嬌
声
を
発
し
、
そ
れ
に
続
い
て
場
内
は
万
雷
の
拍
手
と
な

る
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
う
べ
な
る
か
な
と
は
誠
に
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
《
魔
笛
》
は
、
一
七
九
一
年
初
秋
の
初
演
当
初
よ
り
フ
リ
ー
メ
イ

ス
ン
と
の
関
連
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
き
た
。
作
曲
者
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
一
七
八
四

年
十
二
月
に
ロ
ッ
ジ
に
加
盟
し
た
昇
進
の
早
い
熱
心
な
会
員
で
あ
り
、
台
本
作
者
の

シ
カ
ネ
ー
ダ
ー
も
盟
友
だ
っ
た
。
そ
の
シ
カ
ネ
ー
ダ
ー
の
初
演
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
演
出

が
六
枚
続
き
の
色
彩
版
画
で
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
フ
リ
ー
メ
イ
ス
ン
儀
礼
式

目
の
さ
ま
ざ
ま
な
象
徴
的
事
象
に
対
す
る
配
慮
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
幕
開
き
の

冒
頭
の
版
画
で
は
三
人
の
侍
女
が
蛇
を
三
つ
に
切
断
し
て
い
る
。
三
人
で
切
断
す
れ

ば
蛇
は
四
つ
に
な
る
は
ず
だ
と
は
、
中
部
大
学
の
都
築
正
道
先
生
の
『
最
終
講
義
』

（
二
〇
一
二
年
）
で
の
指
摘
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
も
っ
と
も
な
話
で
あ
る
が
、「
三
」

は
フ
リ
ー
メ
イ
ス
ン
の
象
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、「
三
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

要
な
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
献
的
に
言
っ
て
、《
魔
笛
》
の
こ
の
よ
う
な

〈
フ
リ
ー
メ
イ
ス
ン
的
解
釈
〉
は
、
一
七
九
四
年
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ブ

ロ
ッ
コ
の
論
文
「《
魔
笛
》
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
」
が
最
初
で
あ
り
、
こ
の
伝
統
的
解
釈
は

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
一
九
五
六
年
の
パ
ウ
ル
・
ネ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

と
フ
リ
ー
メ
イ
ス
ン
結
社
』、
一
九
六
八
年
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ャ
イ
エ
『《
魔
笛
》
秘

教
オ
ペ
ラ
』、
一
九
七
七
年
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ト
ム
ソ
ン
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
フ
リ
ー

メ
イ
ス
ン
』
な
ど
で
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。《
魔
笛
》
の
隅
々
に
ま
で
フ
リ
ー
メ
イ
ス
ン

の
謎
解
き
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
謎
解
き
作
業
の
只
中
で
、
今
日
に
続
く
〈
没
フ
リ
ー
メ
イ
ス
ン
的
解
釈
〉
が

登
場
し
た
。
例
え
ば
、
一
九
七
四
年
の
イ
ン
グ
マ
ー
ル
・
ベ
ル
イ
マ
ン
監
督
の
映
画

『
魔
笛
』
は
、
夜
の
女
王
と
ザ
ラ
ス
ト
ロ
を
離
婚
し
た
夫
婦
と
す
る
少
し
強
引
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、《
魔
笛
》
の
現
代
的
可
能
性
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
今

か
ら
思
え
ば
、
私
が
海
外
留
学
中
に
体
験
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
深
く
共
感
し
た
二
つ
の

《
魔
笛
》
公
演
も
こ
の
潮
流
の
中
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
ひ
と
つ
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭
に
お
い
て
一
九
八
〇
年
八
月
二
十
一
日
に

観
た
ポ
ネ
ル
演
出
＝
レ
ヴ
ァ
イ
指
揮
＝
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
公
演
、
も
う
ひ
と
つ
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
に
お
い
て
一
九
八
一
年
二
月
二
十
一
日

に
観
た
画
家
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
舞
台
・
衣
装
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
公
演
で
あ
る
。〈
ポ
ネ

ル
＝
レ
ヴ
ァ
イ
ン
〉
演
出
の
《
魔
笛
》
で
は
上
演
シ
ナ
リ
オ
の
ト
書
き
で
、
幕
開
き

で
の
三
人
の
侍
女
は
「
蛇
を
槍
で
突
き
刺
し
、
二
つ
に
ひ
き
ち
ぎ
っ
て
し
ま
う
」
と

明
記
さ
れ
て
お
り
、
何
か
の
意
図
を
思
わ
せ
る
。
ま
た
〈
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
舞
台
・
衣

装
〉
演
出
で
は
、
こ
の
画
家
固
有
の
青
と
緑
を
基
調
に
し
た
簡
素
な
舞
台
で
、
こ
の

オ
ペ
ラ
が
素
朴
な
メ
ル
ヘ
ン
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
生
き
た
馬
さ
え
登
場

す
る
豪
華
な
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
調
か
ら
は
ま
さ
に
異
例
の
シ
ン
プ
ル
な
演
出
で
あ
っ

た
。

　

当
時
、
こ
の
ふ
た
つ
の
感
動
が
、
私
の
中
に
《
魔
笛
》
の
音
楽
は
一
体
い
つ
始
ま
っ

た
の
か
？　

と
い
う
一
風
変
わ
っ
た
興
味
を
惹
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
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ど
に
思
い
入
れ
も
深
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。《
魔
笛
》
の
調
性
が
変
ホ
長
調
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
フ
ラ
ッ
ト
が
三
つ
の
変
ホ
長
調
は
フ
リ
ー
メ
イ
ス
ン
音
楽
の
調
性
で
あ
る

こ
と
、
と
い
う
伝
統
的
解
釈
に
従
っ
て
、
私
は
変
ホ
長
調
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
品

を
《
魔
笛
》
か
ら
作
曲
順
に
源
流
へ
向
か
っ
て
遡
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
旅
の
結
論
は
、
三
年
前
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
『
自
作
品
目
録
』
に
書
き
入
れ

た
一
七
八
八
年
九
月
二
十
七
日
の
《
弦
楽
三
重
奏
の
た
め
の
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン

ト
変
ホ
長
調
》
Ｋ
５
６
３
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
自
分
自
身
の
実
感
と
し
て
動
か
し
が

た
い
も
の
だ
っ
た
。
あ
あ
、
こ
れ
だ
、
こ
れ
が
起
点
な
の
だ
、
と
歓
喜
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
直
前
に
《
三
大
交
響
曲
》
の
最
初
に
あ
た
る

六
月
十
八
日
の
《
交
響
曲
第
三
九
番
変
ホ
長
調
》
Ｋ
５
４
３
が
あ
る
。
当
時
こ
こ
で

す
っ
か
り
戸
惑
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
《
三
大
交
響
曲
》
と
Ｋ
５
６
３
と
の
間
に
は
パ
ラ
ダ
イ
ム
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
る
―

こ
れ
が
そ
の
時
の
私
の
結
論
で
あ
り
、
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
両
者
は
ま
っ
た
く

違
っ
た
創
作
の
世
界
に
住
む
と
い
う
実
感
は
ど
う
も
動
か
し
が
た
い
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
て
、
こ
の
《
変
ホ
長
調
交
響
曲
》、
七
月
二
十
五
日
の
《
ト
短
調
交
響
曲
》

Ｋ
５
５
０
、
八
月
十
日
の
《
ジ
ュ
ピ
タ
ー
交
響
曲
》
Ｋ
５
５
１
と
い
う
二
か
月
余
り

で
集
中
し
て
書
か
れ
た
《
三
大
交
響
曲
》
は
中
期
の
終
点
で
あ
り
、《
弦
楽
三
重
奏
の

た
め
の
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
変
ホ
長
調
》
は
後
期
の
始
点
で
あ
る
と
い
う
認
識

に
導
か
れ
た
の
で
あ
る
。
パ
ラ
ダ
イ
ム
チ
ェ
ン
ジ
に
要
し
た
時
間
は
わ
ず
か
に
約
一

か
月
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
く
つ
か
の
考
察
を
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

Ⅲ

　
《
交
響
曲
第
三
九
番
交
響
曲
変
ホ
長
調
》
は
、「
フ
リ
ー
メ
イ
ス
ン
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
や
は
り
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
研
究

の
第
一
人
者
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
物
理
学
者
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
従

弟
）
の
古
典
的
名
著
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
』（
一
九
四
五
年
）
に
立
ち
返
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
《
交
響
曲
第
三
九
番
》
の
第
一
楽
章
に
つ
い
て
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
①
序
奏
か

ら
ア
レ
グ
ロ
の
主
部
に
転
換
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
《
魔
笛
》
序
曲
と
の
同
一
性
を
、
②

ス
ラ
ー
（
音
符
の
連
結
）
の
連
立
す
る
第
一
主
題
に
フ
リ
ー
メ
イ
ス
ン
音
楽
に
お
け
る

兄
弟
関
係
の
シ
ン
ボ
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
て
い
る
。
私
は
確
か
に
、
こ
の
第
一
楽

章
と
《
魔
笛
》
序
曲
と
は
双
生
児
で
あ
る
、
な
い
し
《
魔
笛
》
序
曲
の
原
型
で
あ
る
、

と
思
う
。
と
同
時
に
《
交
響
曲
第
三
六
番
〈
リ
ン
ツ
〉》
Ｋ
４
２
５
で
初
め
て
試
み
、

《
交
響
曲
第
三
八
番
〈
プ
ラ
ハ
〉》
Ｋ
５
０
４
で
さ
ら
に
見
事
に
展
開
し
て
み
せ
た
ハ

イ
ド
ン
得
意
の
序
奏
方
式
を
、
こ
こ
で
三
回
目
の
採
用
を
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

た
い
。

　

そ
の
第
二
楽
章
に
お
い
て
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
一
七
八
七
年
四
月
四
日
の
あ

の
有
名
な
父
親
宛
の
最
後
の
手
紙
で
の
思
想
の
表
出
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
当
時
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
オ
ペ
ラ
《
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
》
の
注
文
を
抱
え
て
い
た
。
死

に
直
面
し
た
父
親
へ
、
郷
里
に
は
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
覚
悟
を
持
っ
て
フ

リ
ー
メ
イ
ス
ン
の
死
生
観
を
書
き
送
っ
た
手
紙
で
あ
る
。
な
ん
と
言
う
大
胆
な
洞

察
！　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
碩
学
に
の
み
許
さ
れ
る
「
直
感
」
と
い
う
ほ
か
な
い
。
第

二
楽
章
は
、
Ａ

－

Ｂ

－

Ａ

－

Ｃ

－

Ａ

－

Ｂ

－

Ａ

－

Ｃ

－

Ａ
の
二
部
形
式
を
と
る
が
、
変

イ
長
調
ロ
ン
ド
主
題
か
ら
ヘ
短
調
の
Ｂ
へ
の
転
換
に
み
る
激
越
な
パ
ト
ス
は
、
確
か

に
尋
常
の
も
の
で
は
な
い
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
解
釈
は
、
こ
の
こ
と
を
指
す
の

だ
ろ
う
か
。
私
は
、
は
じ
め
て
こ
れ
を
聴
い
た
時
の
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
覚
え
て
い
る
。

そ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
、《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
二
〇
番
ニ
短
調
》
Ｋ
４
６
６
の
第
二
楽
章
に

お
け
る
変
ホ
長
調
か
ら
突
然
の
ハ
単
調
へ
の
切
り
替
え
、《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
二
四
番

ハ
短
調
》
Ｋ
４
９
１
の
第
二
楽
章
に
お
け
る
変
ホ
長
調
（
平
行
長
）
へ
の
移
行
、
な

ど
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
得
意
の
不
意
打
ち
手
法
が
生
み
出
す
心
理
的
な
段
差
と
同
じ
も
の

で
あ
る
。
こ
の
濃
い
陰
影
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
中
期
に
固
有
の
も
の
と
言
い
た
い
。

不
意
打
ち
（surprise

）
は
ハ
イ
ド
ン
か
ら
学
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
三
楽
章
の
「
確
固
と
し
た
」
メ
ヌ
エ
ッ
ト
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
こ
の
同

じ
父
親
へ
の
手
紙
が
語
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
フ
リ
ー
メ
イ
ス
ン
思
想
へ
の
確
信
を
読

み
取
っ
て
い
る
。
こ
の
「
確
固
と
し
た
」
宮
廷
風
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
で
は
ト
リ
オ
で
地

方
色
が
濃
い
レ
ン
ト
ラ
ー
（
ワ
ル
ツ
の
前
身
で
あ
る
ア
ル
プ
ス
地
方
の
民
謡
舞
曲
）
が
、
ア
ル

プ
ス
の
村
で
お
気
に
入
り
の
楽
器
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
二
本
で
奏
さ
れ
る
。
こ
の
レ
ン
ト

ラ
ー
は
ア
ル
プ
ス
に
実
在
す
る
調
べ
だ
と
い
う
。
私
は
、
こ
こ
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は

丁
度
十
年
前
に
旅
先
の
パ
リ
で
五
時
間
も
手
を
と
り
な
が
ら
話
し
か
け
、
見
送
る
こ

と
に
な
っ
た
母
親
を
懐
か
し
く
思
い
返
し
、
母
親
の
生
ま
れ
故
郷
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

近
郊
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ア
ル
プ
ス
に
囲
ま
れ
た
湖
畔
の
町
ザ
ン
ク
ト
ギ
ル
ヒ
ェ
ン

を
偲
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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第
四
楽
章
の
「
ハ
イ
ド
ン
め
い
た
晴
朗
」
に
も
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
こ
の
手

紙
が
語
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
フ
リ
ー
メ
イ
ス
ン
思
想
へ
の
同
じ
確
信
を
読
み
取
る
。

実
に
見
事
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
あ
る
。
私
に
は
、
単
一
主
題
の
無
窮
動
曲
に
し
か
聴
こ

え
な
い
。
し
か
し
解
説
書
に
は
、
二
つ
の
主
題
を
も
つ
ソ
ナ
タ
形
式
と
あ
る
。
こ
れ

は
、
前
年
一
七
八
七
年
の
ハ
イ
ド
ン
の
《
交
響
曲
第
八
八
番
ト
長
調
》
に
学
ん
だ
猛

烈
に
勢
い
の
よ
い
単
一
主
題
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
小
林

秀
雄
は
、
こ
の
楽
章
に
「
明
け
方
の
空
に
、
赤
く
染
ま
っ
た
小
さ
な
雲
の
き
れ
ぎ
れ
」

を
見
た
。
伊
豆
の
「
大
仁
の
朝
の
雲
だ
」
そ
う
で
あ
る
。

　

ト
ー
タ
ル
で
み
て《
交
響
曲
第
三
九
番
》は
中
期
の
作
品
で
あ
る
―
私
が
言
い
た

い
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
各
楽
章
で
指
摘
し
た
い
く
つ
か
の
論
点
（
序
奏
に
よ
る

導
入
、
激
越
な
転
調
、
父
親
へ
の
思
い
、
母
親
へ
の
思
い
、
無
窮
動
の
よ
う
な
フ
ィ

ナ
ー
レ
）
が
こ
の
こ
と
に
繋
が
る
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、《
三
大
交
響
曲
》
の
成

立
に
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ハ
イ
ド
ン
（
一
七
六
二
年
よ
り
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
在
住
）
の
刺
激
が
あ
る

と
い
う
。
し
か
し
そ
の
刺
激
は
「
外
形
的
」
な
も
の
で
あ
っ
て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が

真
に
対
決
し
た
の
は
他
な
ら
ぬ
兄
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ハ
イ
ド
ン
で
あ
っ
た
と
も
い
う
。
私

も
そ
の
よ
う
に
考
え
た
い
。《
三
大
交
響
曲
》
の
最
初
の
《
交
響
曲
第
三
九
番
》
で

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
ハ
イ
ド
ン
に
挑
戦
し
て
、
こ
こ
で
ハ
イ
ド
ン
に
決
着
を
つ
け
た

の
だ
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
《
三
大
交
響
曲
》
が
、
弦
楽
四

重
奏
曲
に
お
け
る
《
ハ
イ
ド
ン
・
セ
ッ
ト
》
に
相
当
す
る
位
置
を
占
め
る
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

Ⅳ

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
と
っ
て
中
期
は
、
主
君
で
あ
る
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
司
教
と
の
決

裂
を
契
機
に
、自
ら
辞
表
を
書
き
、西
洋
音
楽
史
は
じ
め
て
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
音
楽

家
と
し
て
出
発
す
る
一
七
八
一
年
五
月
が
起
点
で
あ
る
。
父
親
宛
に
「
名
誉
、
名
声
、

お
金
を
得
る
こ
と
が
私
の
願
い
で
す
」
と
手
紙
を
書
く
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ウ
ィ
ー
ン

時
代
が
始
ま
っ
た
。
翌
年
に
結
婚
し
た
彼
は
、
ま
だ
誰
も
知
ら
な
い
荒
野
に
向
か
っ

て
自
分
自
身
で
自
分
の
道
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。

　

こ
の
一
七
八
二
年
の
春
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
バ
ッ
ハ
・
シ
ョ
ッ
ク
に
出
会
う
。
宮

廷
図
書
館
長
ス
ヴ
ィ
ー
テ
ン
男
爵
が
ポ
ツ
ダ
ム
で
外
交
官
と
し
て
活
躍
し
た
時
代
に

収
集
し
た
ヨ
ハ
ン
・
ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
の
多
く
の
楽
譜
に
接
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
彼
は
、
毎
日
曜
日
の
午
後
に
男
爵
邸
で
開
か
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
、
時
に
は
楽
譜
を
自
宅
に
借
り
出
し
て
、
当
時
の
ウ
ィ
ー
ン
で
は
ま
っ
た
く
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
バ
ッ
ハ
を
研
究
し
た
の
で
あ
る
。
バ
ッ
ハ
の
《
平
均
律
ク
ラ

ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
》
を
弦
楽
四
重
奏
曲
に
移
し
た
五
つ
の
フ
ー
ガ
、
バ
ッ
ハ
の
作
品
を

弦
楽
三
重
奏
曲
に
編
曲
し
た
六
つ
の
フ
ー
ガ
、
さ
ら
に
フ
ー
ガ
の
断
片
を
数
多
く
残

し
て
い
る
。
新
妻
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ェ
の
フ
ー
ガ
好
き
が
こ
の
後
押
し
を
し
た
。

　

こ
の
局
面
を
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の〈
創
作
の
危
機（crisis

）〉

と
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
い
う
天
才
は
こ

の
新
し
い
外
的
衝
撃
を
難
な
く
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
、
新
し
い
創
作
の
地
平
を

見
た
と
い
う
印
象
が
、
私
に
は
強
い
。
一
七
七
八
年
の
二
十
二
歳
に
「
ど
ん
な
種
類
、

ど
ん
な
様
式
の
作
曲
」
で
も
自
由
に
で
き
る
と
自
負
し
た
同
時
代
の
〈
ギ
ャ
ラ
ン
ト

様
式
〉
の
〈
モ
ノ
フ
ォ
ニ
ー
音
楽
〉（
ひ
と
つ
の
旋
律
を
和
声
で
補
完
す
る
音
楽
）
に
〈
バ

ロ
ッ
ク
様
式
〉
の
〈
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
音
楽
〉（
複
数
の
声
部
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
性
を
保
持
し
て

同
時
進
行
す
る
音
楽
）
が
融
合
し
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
成
熟
し
た
独
自
性
が
、
直
ち
に
姿

を
現
し
た
の
だ
。

　

春
に
学
び
始
め
て
七
月
に
は
、
新
妻
と
の
里
帰
り
の
た
め
に
妻
の
歌
唱
を
想
定
し

た
《
ハ
短
調
ミ
サ
曲
》
Ｋ
４
２
７
が
着
手
さ
れ
た
。
こ
の
曲
の
フ
ー
ガ
は
バ
ッ
ハ
の

《
ロ
短
調
ミ
サ
曲
》
Ｂ
Ｗ
Ｖ
２
３
２
の
後
に
続
く
傑
作
と
言
わ
れ
て
い
る
。
十
二
月
に

は
、《
ジ
ュ
ピ
タ
ー
交
響
曲
》
の
先
駆
と
な
る
フ
ー
ガ
と
ソ
ナ
タ
形
式
の
総
合
を
果
た

し
た
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
持
つ
《
弦
楽
四
重
奏
曲
第
一
四
番
ト
長
調
》
Ｋ
３
８
７
が
完
成

し
て
い
る
。

　

こ
の
新
し
い
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
独
自
性
、〈
躍
動
感
・
疾
走
感
・
情
緒
感
・
豊
饒

感
・
絢
爛
性
〉
に
溢
れ
る
音
楽
で
も
っ
て
、
彼
が
深
く
尊
敬
し
、
親
交
を
も
っ
た
恩
師

ハ
イ
ド
ン
の
一
七
八
二
年
出
版
の
《
ロ
シ
ア
四
重
奏
曲
》
作
品
三
三
と
対
決
し
、
一

七
八
五
年
一
月
ま
で
に
有
名
な
六
曲
の
弦
楽
四
重
奏
曲
《
ハ
イ
ド
ン
・
セ
ッ
ト
》
を

作
曲
し
て
恩
師
に
捧
げ
た
。
小
林
秀
雄
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
黄
金
伝
説
は
、
こ

こ
に
は
じ
ま
る
」
と
書
い
て
い
る
。

　

バ
ッ
ハ
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
と
融
合
し
た
こ
の
独
自
性
は
、《
三
大
交
響
曲
》
で
も
生

き
て
い
る
。《
ト
短
調
交
響
曲
》
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
で
四
声
な
い
し
五
声
を
聴
く
よ
う

に
思
う
が
、
実
際
に
は
二
声
の
対
位
法
処
理
、
そ
し
て
極
北
に
位
置
す
る
《
ジ
ュ
ピ

巻頭エッセイ
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タ
ー
交
響
曲
》
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
フ
ー
ガ
・
ソ
ナ
タ
形
式
に
至
る
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
バ
ッ
ハ
・
シ
ョ
ッ
ク
抜
き
に
し
て
は
、
こ
の
時
期
の
オ
ペ
ラ
《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》

Ｋ
４
９
２
の
第
二
幕
第
十
二
場
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
茫
然
自
失
の
六
重
唱
、
オ
ペ
ラ
《
ド

ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
》
Ｋ
５
２
７
の
第
二
幕
で
二
重
唱
、
三
重
唱
、
最
後
は
六
重
唱

に
展
開
す
る
ダ
ブ
ル
フ
ィ
ナ
ー
レ
な
ど
を
私
に
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
、
と
付
け

加
え
て
お
き
た
い
。

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
中
期
と
は
、
バ
ッ
ハ
・
シ
ョ
ッ
ク
を
吸
収
し
た
新
し
い
独
自
性

を
持
っ
て
《
ハ
イ
ド
ン
・
セ
ッ
ト
》
か
ら
《
三
大
交
響
曲
》
ま
で
を
通
し
て
恩
師
ハ

イ
ド
ン
と
対
峙
し
た
時
代
で
あ
っ
た
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

Ⅴ

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
死
後
三
十
八
年
を
経
た
一
八
二
九
年
、
六
十
七
歳
に
な
っ
た
妻

コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ェ
が
ロ
ン
ド
ン
の
出
版
業
者
ノ
ヴ
ァ
ロ
夫
妻
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
答

え
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
証
言
を
残
し
て
い
る
。

　
【
質
問
―
故
人
が
自
作
で
も
っ
と
も
好
ん
で
い
た
の
は
何
で
す
か
？
】

　
　

 《
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
》《
フ
ィ
ガ
ロ
》、
そ
れ
か
ら
何
よ
り
も
《
イ
ド
メ
ネ

オ
》
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
作
曲
し
た
時
と
事
情
に
あ
る
楽
し
い
思
い
出
が
あ
り

ま
し
た
か
ら
。

　
　

 

ほ
ぼ
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
特
別
に
好
い
て
い
た
交
響
曲
が
三
つ
あ
っ
た
、
と
夫

人
は
言
う
が
、
何
調
の
も
の
か
知
ら
な
い
と
の
こ
と
。
私
の
知
る
限
り
で
は
、

ト
短
調
、
変
ホ
長
調
、
そ
れ
か
ら
ハ
長
調
《
ジ
ュ
ピ
タ
ー
》
で
あ
ろ
う
。（
マ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
＝
ヒ
ュ
ー
ズ
共
編
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
巡
礼
』
一
九
五
五
年
）

　

こ
こ
で
の
夫
人
の
内
部
情
報
は
貴
重
で
あ
る
。《
三
大
交
響
曲
》
は
作
曲
者
自
身
も

「
特
別
に
好
い
て
い
た
」
の
で
あ
る
。

　

私
の
勝
手
な
推
量
を
許
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
私
で
も
小
さ
な
論
文
が
完
成
す
る

と
、
と
て
も
高
揚
す
る
こ
と
が
あ
る
。《
三
大
交
響
曲
》
の
場
合
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

は
と
く
に
強
烈
な
達
成
感
を
覚
え
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
こ
の
《
三
大
交
響
曲
》
の
時
点
に
至
っ
て
、《
ハ
イ
ド
ン
・

セ
ッ
ト
》、
十
六
曲
も
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
、
三
曲
の
オ
ペ
ラ
な
ど
に
亘
る
あ
ら
ゆ
る
音

楽
ジ
ャ
ン
ル
で
〈
中
期
の
ワ
ン
セ
ッ
ト
〉
を
達
成
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
「
こ
れ
で
俺
の
人
生
は
完
結
し
た
」
と
思
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
さ
え
思
え
る
の
で
あ
る
。

　

私
の
場
合
、
小
さ
な
論
文
の
達
成
感
は
、
せ
い
ぜ
い
知
多
半
島
の
海
岸
に
車
を
停

め
て
ぼ
ん
や
り
と
海
を
眺
め
る
く
ら
い
の
こ
と
で
終
わ
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
場
合

は
、
私
よ
り
も
っ
と
も
っ
と
ド
派
手
で
、
活
発
な
振
る
舞
い
と
な
る
。
一
七
八
七
年

一
月
に
オ
ペ
ラ
《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》
上
演
中
の
プ
ラ
ハ
を
訪
れ
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

は
、
当
地
が
《
フ
ィ
ガ
ロ
》
の
話
で
も
ち
き
り
だ
と
喜
び
、
自
身
の
コ
ン
サ
ー
ト
の

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
会
場
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
《
も
う
飛
ぶ
ま
い
ぞ
》
の
主
題
に

よ
る
十
二
の
変
奏
曲
を
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
で
即
興
演
奏
し
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
を

得
た
と
い
う
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
こ
ん
な
人
な
の
だ
。
彼
の
有
頂
天
、
得
意
満
面
が

目
に
見
え
る
よ
う
で
は
な
い
か
。

　
《
三
大
交
響
曲
》
が
も
た
ら
す
高
揚
感
の
場
合
は
、《
ジ
ュ
ピ
タ
ー
交
響
曲
》
完
成

の
一
七
八
八
年
八
月
十
日
以
降
九
月
二
日
ま
で
の
カ
ノ
ン
（
輪
唱
曲
）
に
よ
る
ス
カ

ト
ロ
ジ
ー
（
糞
尿
譚
）
の
十
一
連
発
（
Ｋ
５
５
３
―
Ｋ
５
６
２
）
と
な
っ
た
。
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
は
、〈
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
音
楽
〉
で
「
お
尻
」
や
「
う
ん
ち
」
や
「
お
な
ら
」

に
よ
る
言
葉
遊
び
を
し
て
い
る
。
無
邪
気
な
い
た
ず
ら
で
あ
る
。
親
し
い
音
楽
仲
間
た

ち
と
の
寛
い
だ
集
い
で
、
み
ん
な
で
笑
い
転
げ
て
戯
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
笑

い
」
と
は
、
確
か
に
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
い
う
と
お
り
、
理
性
の
産
物
で
あ
る
。
頭
の
悪

い
奴
に
は
笑
え
な
い
。
笑
い
は
脳
の
回
転
率
に
比
例
す
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
ス

カ
ト
ロ
ジ
ー
は
、
日
常
生
活
へ
の
あ
る
種
の
ゆ
と
り
の
産
物
で
も
あ
る
。
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
知
的
な
遊
び
心
を
端
的
に
伝
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
ギ
ャ
グ
や
駄
洒
落
が
よ
ほ
ど
好
き
な
人
だ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
カ
ノ
ン
《
わ
た
し
ゃ
マ
ル
ス
と
イ
オ
ニ
ア
人
に
な
る
の
は
難
し
い
》

Ｋ
５
５
９
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
出
身
で
少
し
吃
の
あ
る
歌
手
パ
イ
エ
ル
ル
に
ラ
テ
ン
語

の
歌
詞
を
歌
わ
せ
よ
う
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。
彼
が
ラ
テ
ン
語
で
〈D

ifficile lectu 
m

ihi M
ars  et Ionicu difficile

〉（
わ
た
し
ゃ
マ
ル
ス
と
イ
オ
ニ
ア
人
に
な
る
の
は

難
し
い
）
と
歌
う
と
、
地
方
訛
り
の
ド
イ
ツ
語
で
〈Leck du m

ich im
 A

rsch ...

〉

（
お
前
、
お
れ
の
尻
を
な
め
ろ
…
）
と
聞
こ
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
カ
ノ
ン
《
お
休

み
、
お
前
は
ほ
ん
と
の
お
ば
か
さ
ん
》
Ｋ
５
６
１
に
は
、〈
お
休
み
〉
が
ラ
テ
ン
語
、

イ
タ
リ
ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
語
で
く
り
か
え
さ
れ
る
趣
向
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が
あ
る
。

　

こ
う
し
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
で
カ
タ
ル
シ
ス
の
短
い
夏
を
す

ご
し
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
内
面
に
何
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
〈
瞬
時

0

0

の0

パ
ラ
ダ
イ
ム
チ
ェ
ン
ジ
〉
に
向
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

Ⅵ

　

短
い
夏
が
終
わ
り
を
告
げ
る
と
と
も
に
、《
弦
楽
三
重
奏
の
た
め
の
デ
ィ
ヴ
ェ
ル

テ
ィ
メ
ン
ト
変
ホ
長
調
》
が
や
っ
て
来
た
。
な
ん
と
い
う
爽
や
か
な
曲
だ
。
は
じ
め

て
聴
い
た
時
、
今
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
新
し
い
世
界
に
導
か
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

そ
の
歓
び
は
、
詩
で
し
か
到
達
で
き
な
い
。
長
塚
節
の
歌
だ
。

　
　

馬
追
蟲
の
髭
の
そ
よ
ろ
に
来
る
秋
は
ま
な
こ
を
閉
じ
て
想
ひ
見
る
べ
し

　

音
楽
が
一
気
に
、〈
透
明
感
、
清
澄
感
、
清
冽
感
、
静
謐
感
、
単
純
性
〉
を
帯
び
た

も
の
に
な
っ
た
。
後
で
わ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
こ
の
時
点

か
ら
最
後
の
年
に
至
る
間
〈
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
音
楽
〉
を
封
印
し
て
い
る
。
こ
れ
が
私

の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
後
期
で
あ
る
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
〈
第
二
の
素
朴
〉
と
言
っ

た
の
は
こ
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
思
想
が
変
わ
っ
た
の
だ
、
と
私
は
思
う
。

　

こ
の
曲
の
第
六
楽
章
、
ロ
ン
ド
・
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
ロ
ン
ド
主
題
に
は
確
か
に
《
春

へ
の
憧
れ
》
の
原
型
が
既
に
あ
る
。
誰
に
で
も
分
か
る
こ
と
だ
。
私
は
こ
こ
に
注
目

し
た
い
。

　
《
春
へ
の
憧
れ
》
の
主
題
は
、
最
期
の
年
一
七
九
一
年
頭
、
一
月
五
日
の
《
ピ
ア

ノ
協
奏
曲
第
二
七
番
変
ロ
長
調
》
Ｋ
５
９
５
と
同
じ
月
に
書
か
れ
た
歌
曲
《
春
へ
の

憧
れ
》
Ｋ
５
９
６
で
も
っ
て
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
が
二
度
に
わ
た
っ
て
念
押
し
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
重
い
。
都
築
正
道
先
生
は
そ
の
歌

詞
を
「
冬
は
と
て
も
楽
し
い
。
で
も
、
ぼ
く
は
や
は
り
、
春
が
好
き
だ
」
と
名
訳
し

て
い
る
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
二
七
番
》
に
つ
い
て
「
彼
が

そ
の
最
後
の
言
葉
を
述
べ
た
の
は
《
レ
ク
イ
エ
ム
》
Ｋ
６
２
６
に
お
い
て
で
は
な
く
、

こ
の
作
品
に
お
い
て
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
が
聴
き
手
と
し
て
の
私
の

実
感
に
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
。

　

そ
れ
で
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
と
っ
て
《
春
へ
の
憧
れ
》
の
含
意
は
何
か
。
私
は
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
と
っ
て
《
春
へ
の
憧
れ
》
を
《
死
へ
の
憧
れ
》
と
受
け
取
っ
て
も

間
違
い
で
は
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
の
死
生
観
と
関
わ
っ
て
い
る
。

　

さ
き
に
ふ
れ
た
父
親
へ
の
最
後
の
手
紙
で
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
「
死
」
に
つ
い
て
、

「
真
の
最
善
の
友
」
ま
た
「
真
の
幸
福
の
鍵
」
さ
ら
に
「
一
生
の
真
の
最
終
目
標
」
と

認
識
し
て
い
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
死
」
は
生
物
学
的
な
意
味
で
の
「
死
」
の
こ

と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
私
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
死
」
を
彼
の
「
生0

」
す
な
わ

0

0

0

ち0

「
日
常
生
活
の
現
実

0

0

0

0

0

0

0

」
の
対
極
に
あ
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

と
捉
え
た
い
の
で
あ
る
。

　

さ
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
日
常
生
活
と
は
ど
の
よ
う
な
現
実
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

彼
の
ウ
ィ
ー
ン
で
の
死
の
年
ま
で
の
十
年
間
は
日
常
の
難
事
・
雑
事
の
連
続
で
あ
っ

た
。
こ
の
十
年
間
、
毎
年
の
よ
う
に
十
四
回
の
転
居
を
繰
り
返
し
、
妻
の
出
産
に
六

度
立
会
い
、
子
供
の
死
を
四
度
も
経
験
し
、
最
愛
の
父
と
死
別
し
、『
プ
フ
ベ
ル
ク
書

簡
』
十
六
通
を
含
む
少
な
く
と
も
十
九
通
の
借
金
依
頼
の
手
紙
を
書
か
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
海
老
沢
敏
に
よ
る
と
、
こ
の
間
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
プ
フ
ベ
ル

ク
か
ら
の
借
金
総
額
は
一
四
一
五
グ
ル
デ
ン
（
三
六
〇
万
八
二
〇
二
円
）
が
確
認
で

き
る
の
で
あ
り
、
も
し
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
希
望
金
額
ど
お
り
貸
さ
れ
て
い
た
な
ら
四

〇
〇
〇
グ
ル
デ
ン
（
一
〇
二
〇
万
円
）
に
も
及
ん
だ
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
（『
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
横
顔
』
一
九
八
二
年
）。
ま
た
ボ
ー
モ
ル
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
年
収
は

控
え
め
に
み
て
も
二
五
〇
〇
フ
ロ
リ
ン
（
＝
グ
ル
テ
ン
）
と
推
計
し
て
い
る
（
海
老
沢

敏
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
虚
実
』
二
〇
一
一
年
の
第
七
章
は
各
研
究
者
の
年
収
推
計
に

詳
し
い
）。
森
泰
彦
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
年
収
は
非
常
に
慎
重
に
み
て
も
一
七
万
ド

ル
（
一
七
〇
〇
万
円
）
で
あ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
市
民
の
な
か
で
「
中
の
上
」
と
言
え
る

の
で
あ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
市
民
全
体
で
み
る
と
、
当
時
の
極
端
な
貧
富
の
差
が
あ
る
な

か
で
は
、「
大
金
持
ち
の
部
類
に
入
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
」
と
し
て
い
る
（『
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
世
界
』
一
九
九
九
年
）。
推
定
年
収
の
二
五
〇
〇
フ
ロ
リ
ン
は
、
当
時

五
〇
〇
フ
ロ
リ
ン
と
さ
れ
る
中
産
階
級
の
水
準
の
五
倍
で
あ
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

家
庭
に
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
使
用
人
が
お
り
、
家
事
は
下
女
や
料
理
人
そ
れ
に
下
男

に
委
ね
、
さ
ら
に
乗
馬
用
の
馬
を
持
ち
、
身
分
相
応
の
住
居
を
構
え
て
い
た
。
私
も

ウ
ィ
ー
ン
で
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
〈
フ
ィ
ガ
ロ
・
ハ
ウ
ス
〉
は
、

玄
関
と
四
つ
の
部
屋
さ
ら
に
二
つ
の
小
部
屋
と
台
所
、
衣
装
室
が
あ
り
、
家
賃
は
半

年
で
二
三
〇
フ
ロ
リ
ン
だ
っ
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
派
手
好
み
の
日
々
と
定
期
で
の

収
入
が
な
い
彼
の
生
活
へ
の
懸
念
が
、
何
と
な
く
私
に
は
窺
わ
れ
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル

巻頭エッセイ
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ト
の
日
常
生
活
は
絶
え
ず
繋
ぎ
資
金
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
七
八
八
―
九
〇

年
の
対
ト
ル
コ
戦
争
に
よ
る
高
イ
ン
フ
レ
（
パ
ン
の
値
段
が
二
倍
に
な
っ
た
）
が
、

そ
れ
に
輪
を
か
け
た
。

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
創
作
活
動
は
、
こ
の
よ
う
な
難
事
・
雑
事
が
連
続
す
る
な
か
で

行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
音
楽
史
に
お
け
る
最
初
の
フ
リ
ー
の
音
楽
家
と
し
て
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
日
常
生
活
に
妥
協
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
生
活
の
た
め
に
稼

い
だ
。
だ
が
作
曲
三
昧
の
時
こ
そ
至
福
の
安
ら
ぎ
で
あ
っ
た
。「
死
」
と
は
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
に
あ
っ
て
は
日
常
の
苦
し
み
や
悲
し
み
か
ら
遊
離
し
た
世
界
の
こ
と
を
意

味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
世
界
の
こ
と
を
「
春
」
と
い
っ
て
も
な
ん
ら

差
し
支
え
は
な
い
。

　
「
冬
は
と
て
も
楽
し
い
。
で
も
、
ぼ
く
は
や
は
り
、
春
が
好
き
だ
」
と
は
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
内
心
の
告
白
で
あ
る
。
天
才
音
楽
家
の
社
会
史
的
研
究
の
問
題
圏
に
お
い
て

こ
そ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
《
春
へ
の
憧
れ
》
が
、
さ
ら
に
は
後
述
す
る
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
〈
疾
走
す
る
悲
し
さ
〉
で
さ
え
も
が
理
解
で
き
る
、
と
私
は
言
い
た
い
の
で
あ

る
。

　
　
　

Ⅶ

　

さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
一
七
八
八
年
（
三
十
二
歳
）
の
初

秋
か
ら
ま
っ
た
く
新
し
い
世
界
つ
ま
り
後
期
を
構
築
し
て
い
く
。
彼
の
後
期
は
中
期

と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
音
楽
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
聴
き
手
と
し
て
の
私
の
動
か
し

が
た
い
実
感
だ
。
そ
れ
で
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
後
期
と
は
何
な
の
か
。

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
音
楽
家
と
し
て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
創
作
活
動
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
は
そ
の
深
奥
に
絶
え
ず
「
世
間
に
認
め
ら
れ
た
い
」
と
い
う
意
識
が
あ
っ

た
。
し
か
し
《
三
大
交
響
曲
》
に
よ
っ
て
「
こ
れ
で
俺
の
人
生
は
完
結
し
た
」
と
い

う
自
覚
が
芽
生
え
、
心
理
的
に
吹
っ
切
れ
る
と
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
瞬
時
に
「
こ
れ

か
ら
は
自
分
の
た
め
に
書
こ
う
」
と
い
う
覚
醒
に
襲
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
創
作
活
動
は
、
相
変
わ
ら
ず
注
文
や
出
会
い
な
ど
の
外
的
契
機
に

よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
創
作
へ
の
覚
悟
は
別
物
に
な
っ
た
。
後
期

の
旅
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
私
の
さ
さ
や
か
な
、
し
か
し
譲
れ
な
い
思
い
で
あ
る
。

　

た
だ
こ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
私
と
同
じ
よ
う
に
一
七
八
八
年
の
夏
に
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
最
晩
年
が
始
ま
っ
た
と
す
る
磯
山
雅
は
「
お
の
が
死
を
覗
き
見
る
よ
う
な
、

特
別
な
体
験
を
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
（『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
あ
る
い
は
翼
を

得
た
時
間
』
一
九
八
八
年
）。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
こ
の
夏
は
、
既
述
の
よ
う
に
、

音
楽
仲
間
と
カ
ノ
ン
で
底
抜
け
の
音
楽
的
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
を
楽
し
ん
で
い
る
。
磯

山
の
暗
い
推
量
は
憶
測
の
域
を
出
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
海
老
沢
敏
は
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
ウ
ィ
ー
ン
時
代
後
期
へ
の
移
行
を
一
七
八
五
年
か
ら
一
七
八
八
年
ま
で
の
幅

を
も
っ
た
期
間
と
し
て
捉
え
る
。
こ
の
場
合
、
一
七
八
五
年
の
フ
リ
ー
メ
イ
ス
ン
入

会
（
入
会
式
は
一
七
八
四
年
十
二
月
十
四
日
）
の
前
兆
説
、
一
七
八
六
年
の
《
フ
ィ

ガ
ロ
》
転
機
説
、
一
七
八
七
年
の
《
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
》
転
機
説
、
そ
し
て
一

七
八
八
年
危
機
説
で
は
自
主
的
演
奏
会
の
困
難
と
借
金
要
請
の
始
ま
り
を
挙
げ
て
い

る
（『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
生
涯
』
一
九
八
四
年
）。
私
に
は
、
海
老
沢
の
よ
う
に
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
後
期
が
波
状
的
・
重
畳
的
に
準
備
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
よ
う
に
は
考

え
ら
れ
な
い
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
後
期
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
ま

た
私
の
よ
う
に
〈
ス
ラ
ン
プ
の
五
年
〉
を
経
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
、
達
成

感
の
中
で
、
瞬
時

0

0

に0

訪
れ
た
の
で
あ
る
、
と
私
は
言
い
た
い
。

　

そ
れ
で
は
音
楽
そ
の
も
の
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。
私
は
、
そ
の
変
化
の

思
想
を
〈
疾
走
す
る
悲
し
さ
〉
か
ら
〈
春
（
な
い
し
死
）
へ
の
憧
れ
〉
へ
、
と
捉
え

た
い
の
で
あ
る
。

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
中
期
に
つ
い
て
、
若
い
頃
読
ん
だ
ア
ン
リ
・
ゲ
オ
ン
がtristesse  

allante

あ
る
い
はallègre tristesse

と
書
い
た
〈
疾
走
す
る
悲
し
さ
〉
を
私
は
そ

の
ま
ま
受
け
入
れ
る
。「
前
へ
進
も
う
と
す
る
悲
し
さ
」「
す
ば
や
く
動
く
悲
し
さ
」

「
明
る
く
活
発
な
姿
を
し
た
悲
し
さ
」
と
い
う
意
味
の
撞
着
語
法
で
あ
る
。
ゲ
オ
ン

は
こ
の
表
現
に
よ
っ
て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
は
短
調
も
長
調
も
同
じ
よ
う
に
悲

し
い
と
言
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、《
弦
楽
五
重
奏
第
四
番
ト
短
調
》
Ｋ
５

１
６
冒
頭
部
ア
レ
グ
ロ
と
と
も
に
《
フ
ル
ー
ト
四
重
奏
曲
イ
長
調
》
Ｋ
２
８
５
第
一

楽
章
ア
レ
グ
ロ
を
挙
げ
て
対
比
し
つ
つ
、
ふ
た
つ
の
曲
を
こ
の
言
葉
で
ひ
と
つ
に
束

ね
て
い
る
の
で
あ
る
（『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
の
散
歩
』
一
九
三
二
年
）。
そ
の
と
お
り

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
は
す
べ
て
悲
し
い
。
私
の
場
合
は
、
と
く
に
長
調
の
曲
が
悲

し
い
。《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
二
八
番
ホ
短
調
》
Ｋ
３
０
４
第
二
楽
章
テ
ン

ポ
・
デ
ィ
・
メ
ヌ
エ
ッ
ト
の
中
間
部
に
垣
間
見
る
ホ
長
調
の
ト
リ
オ
、《
ピ
ア
ノ
・

ソ
ナ
タ
第
八
番
イ
短
調
》
Ｋ
３
１
０
第
二
楽
章
ア
ン
ダ
ン
テ
・
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
・
コ

ン
・
エ
ス
プ
レ
ッ
シ
オ
ー
ネ
の
ヘ
長
調
の
主
題
、
こ
れ
ら
の
長
調
を
聴
く
と
き
、
私
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の
胸
は
明
る
い
悲
し
み
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。
最
後
の
年
の
《
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
協
奏

曲
イ
長
調
》
Ｋ
６
２
２
は
イ
長
調

－

ニ
長
調

－

イ
長
調
の
す
べ
て
の
長
調
が
明
る
く

悲
し
い
。
そ
う
だ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
ヴ
ェ
ニ
ス
の

商
人
』
の
ジ
ェ
シ
カ
の
言
葉
が
ま
さ
に
言
い
当
て
い
る
。「
私
、
美
し
い
音
楽
を
聴
く

と
決
ま
っ
て
悲
し
く
な
る
わ
」。

　

小
林
秀
雄
が
言
っ
た
の
は
こ
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
す
べ
て
が

悲
し
い
と
言
い
た
か
っ
た
の
だ
。「
ス
タ
ン
ダ
ア
ル
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
の
根

底
はtristesse

（
か
な
し
さ
）
と
い
う
も
の
だ
、
と
言
っ
た
」
と
首
肯
し
つ
つ
、
し

か
し
「tristesse

を
味
わ
う
為
に
涙
を
流
す
必
要
が
あ
る
人
に
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

のtristesse
は
縁
が
な
い
」
と
、
念
を
押
し
て
い
る
。「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
か
な
し
さ

は
疾
走
す
る
」
だ
か
ら
「
涙
は
追
い
つ
け
な
い
」
か
ら
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
ど
う
し
て
も
言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
機
能
主

義
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

私
の
場
合
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
春
」
な
い
し
「
死
」

と
は
日
常
生
活
に
お
け
る
安
ら
ぎ
の
こ
と
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、

そ
の
晩
年
に
自
分
自
身
の
内
面
を
見
つ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
世
界
が
〈（
交
響
曲
を
除
い
て
）
後
期
の
も
う
ワ
ン
セ
ッ
ト
〉
と

な
っ
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

Ⅷ

　

最
後
の
年
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
〈
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
音
楽
〉
の
封
印
を
解
い
た
。《
春

へ
の
憧
れ
》
を
歌
っ
た
《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
二
七
番
》
で
の
第
一
楽
章
展
開
部
の
ポ

リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
処
理
、《
自
動
オ
ル
ガ
ン
の
た
め
の
ア
ダ
ー
ジ
ョ
と
ア
レ
グ
ロ
ヘ
短

調
》
Ｋ
５
９
４
と
《
自
動
オ
ル
ガ
ン
の
た
め
の
幻
想
曲
ヘ
短
調
》
Ｋ
６
０
８
で
の
厳

格
な
フ
ー
ガ
、
そ
し
て
何
よ
り
も
《
魔
笛
》
の
序
曲
と
第
二
幕
第
二
八
場
の
序
奏
、

こ
れ
ら
を
聴
く
と
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
さ
ら
に
何
処
へ
行
こ
う
と
し
て
い
た
の
か
、

と
思
う
の
だ
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
デ
ー
モ
ン
た
ち
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
は
た
ぶ
ん
伝
え
て
い
た
だ
ろ

う
。「
終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ
て
よ
し
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
ふ
た
り
で
十
分
だ
」
と
。
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